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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

茂 木 健 一 郎 さ ん
し て く れ る 。　

定 員 は 先 着 ７ ０
０ 人 。 聴 講 は 無 料だ が 、 事 前 の 申 し込 み が 必 要 だ 。 希望 者 は 、 は が き に氏 名 、 年 齢 、 住

　
脳 科 学 者 で 理 学 博 士 の

茂 木 さ ん は 、 １ ９ ６ ２ 年東 京 都 生 ま れ 。 東 京 大 理学 部 お よ び 法 学 部 を 卒 業後 、 同 大 大 学 院 物 理 学 専攻 課 程 を 修 了 。 理 化 学 研究 所 、 ケ ン ブ リ ッ ジ 大 を経 て 現 在 に 至 る 。  「 ク オリ ア 」  （ 感 覚 の 持 つ 質感 ） を キ ー ワ ー ド に 脳 と心 の 関 係 を 探 求 す る と とも に 、 文 芸 ・ 美 術 評 論 など に も 取 り 組 ん で い る 。第 ４ 回 小 林 秀 雄 賞 を 受 け

た 「 脳 と 仮 想 」  （ 新 潮社 ） を は じ め 、 著 書 も 多数 。 近 年 で は 「 Ｉ Ｋ Ｉ ＧＡ Ｉ 」 に 関 す る 英 語 の 著作 が 、 世 界

3 1カ 国 ・

2 9の

言 語 で 翻 訳 出 版 さ れ 、 国際 的 ベ ス ト セ ラ ー 作 家 とし て 海 外 で も 注 目 さ れ てい る 。　
演 題 は 「 脳 を 磨 く 生 活

術 」  。 毎 日 の ち ょ っ と した 生 活 習 慣 や 心 が け に よっ て 脳 を 鍛 え る 秘

ひ

訣 け つ

な ど

を 、 最 新 の 脳 科 学 で 紹 介

所 、 電 話 番 号 を 明 記 し て（ 一 社 ） 山 口 県 勤 労 福 祉共 済 会 事 務 局 （ 〒 ７ ５ ３

－

８ ５ ０ １

　
山 口 市 滝 町

1

－

1、 山 口 県 庁 労 働 政

申 し 込 み は

1 2月

2 0日 ま で

茂 木 健  一  郎 さ ん が  「 脳 を 磨 く 生 活 術 」
　
茂 木 健 一 郎 さ ん に よ る 講 演 会 が 、 来 年 １ 月

1 9日  （ 日 ）  午 後 ２ 時 か ら ３ 時

半 ま で 、 県 総 合 保 健 会 館 （ 山 口 市 吉 敷 下 東 ３ ） で 開 か れ る 。 主 催 は 、 県勤 労 福 祉 共 済 会 （ ハ ー ト ピ ア 共 済 ）  。

策 課 内 、

☎
０ ８ ３

－

９ ３

３

－

３ ２ ２ ３ ） へ 郵 送 す

る こ と 。 ハ ー ト ピ ア 共 済ウ ェ ブ サ イ ト （

http://

heartpia810.jp/ ） か ら 申

込 用 紙 を ダ ウ ン ロ ー ド すれ ば 、 フ ァ ク ス （

０ ８

３
－

９ ３ ３

－

３ ２ ２ ９ ）

で も 申 し 込 め る 。 １ 回 に３ 人 ま で 申 し 込 む こ と がで き 、 締 め 切 り （ 必 着 ）は

1 2月

2 0日  （ 金 ）  。 入 場 整

理 券 は 、 同 日 以 降 に 順 次送 付 さ れ る 。　
主 催 者 は 「 脳 の 不 思 議

に つ い て 知 る チ ャ ン ス 。多 方 面 で エ ネ ル ギ ッ シ ュに 活 動 す る 茂 木 さ ん か

ら 、 脳 を 成 長 さ せ 、 毎 日を 元 気 に 楽 し く 生 き る ヒン ト を 教 わ ろ う 」 と 聴 講を 呼 び か け て い る 。

次 回 は 1 1 月 2 0 日 掲 載

︻ ギ タ ー ア ン サ ン ブ ル ・ラ ル ゴ 演 奏 会 ︼

2 3日

（ 土 ）

1 4時 〜 山 口 県 政 資 料

館 に て ク ラ シ ッ ク ギ タ ーの 演 奏 会

　
入 場 無 料

　

「 虹 の 彼 方 に 」  「 ム ー ン ライ ト セ レ ナ ー デ 」 他

☎
０

８ ３ ９ ７ ２ ９ ０ ５ ６ 真 木︻ 大 内 吹 奏 楽 団 あ ~ べ んと
　
ひ と 足 早 い ク リ ス マ

ス コ ン サ ー ト ︼

1 2月 １ 日

（ 日 ）  午 後 ２ 時

　
山 口 県 政

資 料 館

　
入 場 無 料

　
映 画

音 楽 ・ ク リ ス マ ス 曲 等

　

０ ９ ０

－

７ １ ２ ４

－

３

２ ７ ５ （ 東 川 ）

コ ン サ ー ト

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 4日  ︵ 木 ︶  ~

1 8日

︵ 月 ︶  :

秋 の 大 絵 画 展 、

1 4

日  ︵ 木 ︶  ~

1 2月

2 5日  ︵ 水 ︶  :

お 歳 暮 ギ フ ト セ ン タ ー︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 8

日  ︵ 月 ︶  :

中 島 健 太 個 展 ―

機 縁

山 口 市 立 中 央 図 書 館 ま つ り

「 読 書 の 秋 」 に 多 彩 な 催 し
1 7日

　 「 第

2 1

回 山 口 市立 中 央 図書 館 ま つり 」 が 、
1 7　

日
　

（ 日 ）  に 同館 （

☎
０

８ ３

－

９

０ １

－

１

０ ４ ０ ）の あ る ＹＣ Ａ Ｍ

ら れ た 本 を 、

1人

1 0冊 ま

で 無 料 で 持 ち 帰 れ る 〝 古本 市 〞 で 、

時 間 は 午 前

1 0

時 か ら 午 後 ２ 時 ま で 。

午

前 ９ 時 半 か ら Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 駐車 場 側 入 り 口 で 配 布 さ れる 整 理 券 （ 先 着 ２ ０ ０枚 ） が あ れ ば 午 前 中 に 入場 で き る 。 正 午 以 降 の 入場 は 、 誰 で も 可 能 と なる 。　
海 外 の 「 聖 書 朗 読 マ ラ

ソ ン 」 を 模 し た イ ベ ン ト「 感 動 を 声 に ！

　
第 ５ 回

朗 読 マ ラ ソ ン ！ 」 は 、 事前 に エ ン ト リ ー し た 人 たち に よ る 朗 読 を 聞 く こ とが で き る 。

　
映 画 「 君 の 膵 臓 を た べ

た い 」 上 映 会 は 、 午 後 ２時 か ら ３ 時

5 0分 ま で 。

　
他 に も 「 朗 読 サ ー ビ ス

体 験 」  「 わ た し の １ さつ 」  「 点 字 で 書 い て み よう 」 な ど の 催 し が あ る 。　
さ ら に 県 立 大 の 学 生 に

よ る 三 つ の 企 画 も 実 施 され る 。 館 内 を 散 策 し て クイ ズ に 答 え る 「 と し ょ かん た ん て い 」  、 ゲ ー ム を通 し て 図 書 館 に 関 す る 知識 を 身 に 着 け る 「 図 書 館Ｒ Ｐ Ｇ で 、 遊 ん で 学 ぼう 」  、 提 示 さ れ る お 題 のワ ー ド を 辞 書 の 中 か ら 見つ け る 「 第 １ 回 辞 書 早 引

き 選 手 権 大 会 」 だ 。　
ま た 、  「 ぶ っ く ん に の

っ て み よ う 」  「 お は な しひ ろ ば 」  「 こ ど も ス タ ンプ ラ リ ー 」  「 本 の し お りプ ラ バ ン づ く り 」 な ど 、子 ど も 向 け の 催 し も 用 意さ れ て い る 。　
同 館 サ ー ビ ス 担 当 の 山

田 貢 さ ん は 「  『 読 書 の秋 』 を 感 じ さ せ る 季 節 にな っ た 。

2 1回 目 の 今 回 も

イ ベ ン ト 盛 り だ く さ ん 。よ り 多 く の 人 に 来 場 し ても ら い 、 図 書 館 に 親 し んで も ら え た ら 」 と 話 し てい る 。

（ 山 口 市 中 園 町 ７ ） で 開
か れ る 。 時 間 は 午 前

1 0時

か ら 午 後 ５ 時 ま で 。　 「 ブ ッ ク リ サ イ ク ル 」は 、 事 前 に 市 民 か ら 寄 せ

１ 月  １ ９ 日



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ １ 月 １ ３ 日 ㈬ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
早 く に 夫 を 亡 く し た ロ ー

ズ お ば あ さ ん は 、 犬 の ジ ョン と 一 緒 に 、 な か よ く 幸 せに 暮 ら し て い ま し た 。　
と こ ろ が あ る 夜 、 ま っ く

ろ け の ネ コ が ど こ か ら と もな く 庭 に や っ て き ま し た 。お ば あ さ ん は 、 そ の 後 毎 晩あ ら わ れ る こ の ネ コ を う ちに 入 れ て や り た い と 思 う ので す が 、 ジ ョ ン は 大 反 対 。「 ぼ く っ て も の が

　
い る じ

ゃ な い か 」　
ネ コ の こ と が 気 に な り な

が ら も ジ ョ ン の 気 持 ち を おし き っ て ま で 入 れ て や る こと も で き ず 、 と う と う お ばあ さ ん は 寝 こ ん で し ま い まし た 。

　

　
一 方 、 ネ コ と は 一 緒 に 暮

Ｈ Ｎ

　
Ｂ Ｒ Ｏ Ｗ Ｎ ， Ｒ Ｏ Ｓ

Ｅ
　
Ａ Ｎ Ｄ

　
Ｔ Ｈ Ｅ

　
Ｍ Ｉ

Ｄ Ｎ Ｉ Ｇ Ｈ Ｔ

　
Ｃ Ａ Ｔ 」 で

す が 、 訳 者 の 大 岡 信 さ ん はそ れ を 直 訳 せ ず に 「 ま っ くろ け の

　
ま よ な か ネ コ よ

　

お は い り 」 と つ け ら れ ま した 。　
や わ ら か い 響 き の こ の タ

イ ト ル は 、 表 紙 に 描 か れ たお ば あ さ ん の 穏 や か な 雰 囲気 と と け あ い 、 心 地 よ く 耳に 届 い て き ま す 。 ら し た く な い 、 で も お ば あさ ん に は 元 気 に な っ て ほ しい 、 と 、 ジ ョ ン の 気 持 ち もゆ れ 動 き ま す 。 そ し て ― 。　
こ の 作 品 の 原 題 は 「 Ｊ Ｏ

岩 波 書 店
文 ： Ｊ ． ワ グ ナ ー
絵 ： Ｒ ． ブ ル ッ ク ス
訳 ： 大 岡 　 信

ま っ く ろ け の 　
ま よ な か ネ コ よ
お は い り

2 5 9

1 9 6 6 年 山 口 市 生 ま れ の 5 8 歳 。 大 殿 小 ・
中 、 野 田 学 園 高 、 大 分 工 業 大 卒 。 大 分 大
大 学 院 修 了 後 、 山 口 市 役 所 入 庁 。 山 口 情
報 芸 術 セ ン タ ー （ Ｙ Ｃ Ａ Ｍ ） 開 館 準 備 に
も 携 わ り 、 現 在 は 中 心 市 街 地 活 性 化 と 都
市 核 を 中 心 と し た ま ち づ く り を 担 当 。

8 8 5

　
山 口 市 中 心 商 店 街 の 空

き 店 舗 を 活 用 し て

1 0月 、

コ ミ ュ ニ テ ィ ー ス ペ ー ス
「 新 町 く る く る 」 を 仲 間

と と も に 開 設 。 事 務 局 を担 当 し て い る 。  「 ア ー トと ま ち を つ な ぎ 、 創 造 性を 育 む 新 た な 居 場 所 に なれ ば 」 と 話 し 、 地 元 ア ーテ ィ ス ト の 作 品 を 展 示 した り 、 お 茶 を 飲 み な が ら読 書 が で き る ス ペ ー ス を提 供 し た り し て い る 。　
幼 い 頃 か ら 同 商 店 街 に

な じ み が 深 く 、 美 術 館 に行 く こ と も 大 好 き 。 商 店

街 の 活 性 化 と 、  「 地 元 に 良い ア ー テ ィ ス ト が い る こ とを も っ と 知 っ て ほ し い 」 とい う 思 い が 設 立 の き っ か けと い う 。 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ の 人 材 育成 プ ロ グ ラ ム で 知 り 合 っ た
「 ア ー ト や 山 口 好 き 」 な 人

に 声 を か け 、 有 志 ９ 人 が 集結 。 商 店 街 の 協 力 も 得 な がら 企 画 ・ 運 営 を し て い る 。　
本 年 度 は

1 2月

1 5日 ま で の

期 間 限 定 オ ー プ ン だ が 、
「 来 年 度 に 向 け た 企 画 な

ど 、 メ ン バ ー と 一 緒 に 走 り続 け た い 」 と 話 す 。

清
し

水 みず

　
弘 ひろ

美
み

さ ん

ア ー ト と ま ち を つ な ぐ 「 新 町く る く る 」 事 務 局

2 0 5 9

「 ゆ め 花 マ  ル シ  ェ  ２ ０  ２ ４ 」  のＳ Ｄ Ｇ  ｓ  体 験 消 費 型 イ ベ  ン ト に参 加 し ま し た

　
「 エ シ カ ル ☆ カ フ ェ 」 で は 、 レ イ ン フ ォ レ ス ト ア ラ イ ア ン ス 認 証 の コ ー

ヒ ー や 、 国 産 素 材 を 使 っ た コ ー プ の り ん ご ジ ュ ー ス と 、 寄 付 付 き や 国 産素 材 な ど エ シ カ ル に 関 す る コ ー プ の お 菓 子 セ ッ ト を プ レ ゼ ン ト 。 コ ー ヒー や ジ ュ ー ス を 飲 み な が ら 、 エ シ カ ル に つ い て の 説 明 や 普 段 の く ら し の中 で 気 に し て い る 事 な ど を お 話 し 、 参 加 さ れ た 方 か ら は 「 エ シ カ ル と いう 言 葉 を 初 め て 聞 い た 」  「 森 林 だ け な く 、 働 く 人 も 守 る レ イ ン フ ォ レ ス トア ラ イ ア ン ス 、 大 事 な こ と で す ね 」 と い っ た 感 想 を い た だ き ま し た 。　
コ ー プ や ま ぐ ち は 、 山 口 県 が 推 進 す る 「 地 球 温 暖 化 や 食 品 ロ ス の よ う

な 消 費 に 関 わ る 社 会 問 題 へ の 取 組 み を す す め る 〝 や ま ぐ ち エ シ カ ル 推 進パ ー ト ナ ー 〞  」 に 事 業 者 登 録 し て い ま す 。　
こ れ か ら も 、 組 合 員 さ ん と 職 員 、 そ し て 地 域 の 人 々 と で 力 を あ わ せ

て 、  「 エ シ カ ル 消 費 」 に 取 り 組 ん で い き ま す 。

　

1 0月

2 6日 、

2 7日 に 阿 知 須 き ら ら 浜 で 開 催 さ れ た 「 ゆ め 花 マ ル

シ ェ ２ ０ ２ ４ 」 の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 体 験 消 費 型 イ ベ ン ト に 「 エ シ カ ル ☆カ フ ェ 」 で ブ ー ス 出 展 し ま し た ！ （

2 6日 の み ）

　
ブ ー ス に は 大 人 、 子 ど も あ わ せ て ２ ０ ０ 人 以 上 の 方 が 来 ら

れ 、  〝 私 の エ シ カ ル 宣 言 〞 カ ー ド を 書 い て も ら っ た り 、 エ シ カ ルマ ー ク に 関 す る ク イ ズ に 参 加 し た り し て い た だ き ま し た 。  「 私 のエ シ カ ル 宣 言 」 で は 「 マ イ バ ッ グ を 必 ず 持 っ て い く 」 や 「 山 口県 産 の 食 べ 物 を 食 べ る 」 な ど 、 た く さ ん の エ シ カ ル 宣 言 が 集 まり ま し た 。

 １ 行 記 事　 １ １ 月 は 「 オ レ ン ジ リ ボ ン ・ 児 童 虐 待 防 止 推 進 キ ャ ン ペ ー ン 」 。 １ ２ 日 か ら ２ ５ 日 （ 月 ） ま で は 「 女 性 に 対 す る 暴 力 を な く す 運 動 」 。 各 種 啓 発 運 動 が 実 施 さ れ る 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ １ 月 １ ３ 日 ㈬

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら １ ０ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 ２ １ ５ 件 、 死 者 数 ７ 人 、 負 傷 者 数 ２ ４ ２ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ５ ４ 件 減 、 ３ 人 増 、 ７ ０ 人 減 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ １ 月 １ ３ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


